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事項 計画の概要 推進状況

3．科学技術 ・エネルギー・ （1）科学技術面での協力 O　 「科学技術政策大綱」‘（4．4．24閣議決定）
保健医療面での童献 （第10章第 1節参照）

○　 学術審議会答申 「21世紀を展望した学術研究の総合的推進方策にっいて
」（4．7．23）
（第10章第 1節参照）

◎　 科学技術庁フェローシップ制度の拡充 （4年度－）
外国の若手研究者を国立試験研究機関等に最長 2年間受入れを行う科学技

・術庁フェローシップ制度を拡充。
平成 4年度予算　　 1，589百万円 （43カ国，185人）
平成5年度予算　　 1，746百万円 （43カ国，210人）
平成6年度予算　　 1，937百万円 （未　 定，235人予定）

○　 研究協力者梅外派過制度 （5年度－）
アジア太平洋諸国、旧ソ連及び東欧諸国等との科学技術協力を活性化する

‘ため、研究者を募り研究協力を必要とする研究機関に派遣し、共同研究等
を実施する研究協力者海外派過制度を引き続き推進する。
平成5年度予算　　　 105百万円
平成 6年度予算　　　　 333百万円

●　 重点研究国際協力事業の創設 （6年度）
研究機関を中心とした国際間の共同プロジェクト研究 （重点課題研究）を
推進し、学術研究における国際責献に資するとともに⊥我が国学術研究の
一層の推進を図る。
平成6年度予算 ・　　　 43百万円

◎　 発展途上国との学術交流の推進 （4年度－）
東 ・東南アジア地域諸国を対象とした組織的な学術交流 ・協力として、諭
文博士号取得希望者への援助拡充、アジア学術セミナー、拠点大学方式に
よる交流等を実施。
平成4年度予算 ・　 1，018百万円
平成5年度予算　　 1，030百万円
平成6年度予算　　 1，067百万円
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事項 計画の概要 推進状況

（2）ェ牟 レギー政策の国際的協調 ・協力

◎　 「外国人特別研究員制度」の拡充 （4年度一）
博士号取得直後の外国人若手研究者をわが国大学等に受け入れる 「外国人
特別研究員制度」を拡充。
平成4年度予算　　　　 947百万円 （柑5人）
平成5年度予算　　 1，046百万円 （205人）
平成6年度予算　　 1，205百万円 （225人）

○　 ヒト遺伝子 ．（ゲノム）解析の総合的推進 （4年度－）
ヒトの持っ約30億個のD N A 塩基配列を決定し、遺伝子機能解明等を行う
研究。ゲノムデータベース （G D B ）の開発 ・導入等を実施。
平成4年度予算　　 1，079百万円
平成5年度予算　　 1，604百万円
平成6年度予算　　 1，921百万円

○　 グローバル ・リサーチ ・ネットワーク （広域国際研究協力）の推進
（5年度－） （第8章第 1節 2．（1）参照）

◎　 ロシア地域経済産業協力支援促進事業の拡充 （5年度－）
旧ソ連 ・東欧から人材育成、中小企業育成、軍民転換等の分野で研修生受
入れ、専門家派過等の技術的支援を実施。
平成 4年度　　　　　 研修生受入れ 200人、専門家派過　 30人
平成5年度　　　　　　　　 〝　　　 500人、　　 〝　　　 70人
平成6年度要求ベース　　 〝　　　 200人、　 〝　 1．00人

◎ クリーン・コール・テクノロジーの国際的な普及基盤整備の推進 （5年
度～）
（第 8章第 1節2．（2）参照）

O　 N I S エネルギー・ワークショップの実施 （5年度）
N I S 諸国の改革努力への支援の⊥環として日米の協力 （グローバル ・パ
－トナーシップ）により我が国にて開催。N I S のエネルギー専門家を招
待し、日米及び国際エネルギー機関ノ（I E A ）の専門家によるェネルギー
に関する講義や施設見学等を行い、N I S諸国におけるェネルギー政策立
案に資することを狙う。
平成5年度予算　　　 16百万円
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事項 ． 計画の概要 推進状況

◎　 産油国に対する技術協力 （4年度－）
産油国石油関係者を対象とした精製技術等に関する研修生受入れ、専門家
派遣等の産油国連携強化事業や、トルコ国における垂質原油増進回収技術
の国際共同研究の実施。
平成 4年度予算　　　 3，886百万円
平成 5年度予算　　　 3，393百万円
．平成6年度予算　　　 3，380百万円

◎　 国際熟核融合実験炉 （I T E ‘R ）計画の推進
平成4年7月、工学設計活動のための協定に署名し、日・米 ・E C ・ロシ
アの四極による核融合開発における大規模国際協力プロジェクトを推進。
平成4年度予算　　　 5，313百万円
平成5年度予算　　　 6，880百万円
平成6年度予算　　　 8，0椚百万円

◎　 旧ソ連 ・東欧等の原子力安全向上のための協力事業 （4年度ん）
運転中異常検知システムに関する技術移転、原子力発電運転技術センター
等の整備、原子力の安全に関する国際研修、旧型炉の安全対策の実施。
平成4年度予算　　　　 800万 ドル
平成5年度予算　　　 3，800万 ドル
平成6年度予算　　　 3，105万 ドル
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華項 計画の概要 推進状況

（3）保健医療面での貞献 ○　 対がん10カ年組合戦略の実施 （昭和59年度－）
がん研究の推進、外国への研究者派過や国際シンポジウムの開催による国
際協力の推進等を実施。
平成 4年度予算 159億円
平成5年度予算　 180億円

0 1 国立国際医療センターの設置（5．10．1）
国際的な調査研究を必要とする感染症その他の疾患についての高度専門的
な医療とあわせて医接に係る国際協力に関する調査研究等を行う国立国際
医療センターを設置。
平成5年度予算 ［10．1以降分］　 7，009百万円

O　 「麻薬及び向精神薬の不正取引の防止に関する国際連合条約 （麻薬新条
約）」の批准（4．6．12）
麻薬及び向精神薬の不正な製造、‘‘販売、輸出入、栽培等を 「不正取引」と
定義し、これらの不正取引の防止及び処罰のための国際協力の促進を目的
として定められている。
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事項 計画の概要 ・ 推進状況

第 3節　 経済協力の多様 な展

開

1． O D A の充実

（1）環境関連案件への経済協力 の推進

（2）人づ くりのための環境整備 の推進

○　 政府開発援助大綱の策定（4．6．30閣議決定）

途上国援助 について内外 の理解 を深め ることによ り幅広 い支持を得 るとと

もに、1援助 を一層 効果 的 ・効 率的 に実施 す るため政府開 発 援助 大綱 を
策定。

○　 政府開発援助 の第 5 次中期 目標 の策定 （5．6．25）

19 93年か ら1997年 の 5 か年間の途上国援助実績総額 を 700～ 750億 ドル と
す るよう努 めるとともに、対 G N P 比率 の着実 な改善 を図 ることとした政

府開発援助の第 5 次中期 目標を策定。

◎　 開発途上国遺伝資源保存支援事業の推進 （5年度 －）

開発途上国が 自ら行 う遺伝資源保存体制の整備 に対す る指導 ・支援。

軍票 呂等 芋茎　 ‘濡 謂　　　　　 ノ
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◎　 グ リー ン ・エイ ド・プ ランの推進 （4 年度 －）

l （第 8章第 1節 2 ．（2）参照）

◎　 日米両国 は、中東欧諸国の環境改善 のため、長年放置 されて きた環境汚

染が もた らす緊急 の健康問題の解決 を目的に、プ ロジェク ト発掘、財政的
援助等を協調 しつつ行 うことで合意 （5．7．10 ）。

◎　 メーモ火力発電所脱硫装置設置事業 （5．9．．20　交換公文締結）

タイ北部のメーモ火力発電所周辺地域 の大気環境改善 のため、既存発電機

に対 して、 S O 2 排出量 を削減す るための排煙脱硫装置 を設置。
供与限度額　　 159億24百万円

◎　 熱帯農業国際招へ い共同研究 の推進 （4年度 －）

途上国の熱帯 ・亜熱帯農林業発展の ため、途上国の研究者等の招へ いによ

る共同研究の実施。
平成 4 年度予算　　　　 97百万円

平成 5 年度予算　　　 143百万円
平成 6年度予算　　　 158百万円

● ●
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事項 計画の概要 推進状況

（4）O D A の着実な拡充

（5）O D A の一層効果的な活用

◎　 途上国との運輸研究交流の推進 （平成4年度－）
途上国における研究開発能力の向上を図るため、途上国と我が国の運輸研
究槻開聞の共同研究の実施。
平成4年度予算　　　　 14百万円
平成5年度予算　　　　 14百万円
平成6年度予算　　　　 14百万円 ．

◎　 運輸分野における民間技術者等の育成 （平成 5年度－）
途上国の運輸システムを支える実務者の育成を図るため、途上国の民間技
術者等の研修生受入を実施。
平成 5年度予算　　　 22盲万円 ．
平成6年度予算　　　 22百万円

○　 政府開発援助の第5次中期目標の策定（5．6．25）
（第8章第 3節 1．参照）

○ ・1992年 O D A 実績は‘113．30億 ドル （前年比 2．7％増）、対G N P 比
率0．30％。その結果第 4次中期目標をほぼ達成。

○　 平成4年度O D A 事業予算は 1兆6990億円 （前年度比11．1％増）
平成5年度O D A 事業予算は 1兆7127億円 （前年度比 0．8％増）

●　 W I D・配慮団員の配置 （平成6年度－）
途上国の農業 Jl農村開発等の案件についてW i D に配慮した開発計画を立
案するW I D 配慮団貞の配置。
平成 6年度予算　　　 19百万円

○　 バンドン工科大学整備計画 （I） （4．9．14交換公文締結）
イン．ドネシ了の工業化に伴い増大する工科系人材の需要に対応するため、
バンドン工科大学の教育施設を整備。
供与限度額　 16億09百万円

○　 国際開発高等教育機構 （F A S I D ）事業の拡充
（第8葦第3節 2．（4）参照）－．

誠感凶臆舐加越臨海抱血塊滝血鮎旭醜誠

卿間評評鞘間開脚珊曙輝
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事項 計画の概要－ 推進状猟

2．広範な経済協力の推進 （1）途上国等の資金需要への対応

（2）三位一体型の経済協力の推進

（3）地域協力の枠組みに対する協力

◎　 運輸分野における国際協力に係る人材養成 （平成5年度－）
運輸分野における国際協力業務に携わる人材を養成するため、民間及び地
方自治体の実務者を対象に研修を実施。
平成5年度予算　　　 14百万円
平成6年度予算　　　 14百万円

◎　 サポーティング・インダストリー育成
発展途上国における産業高度化を促進するため、人材の育成、開発計画の
作成、産業技術研究等における協力を推進し、組立産業に部品等を供給す
る裾野産業 （サポー．ティング・インダストリー）の育成を図る。
平成 5年度予算　　　　 377 百万円
平成 6年度予算　　 1，075 百万円

O　 「開発途上国への資金協力計画」の策定 （5．6．25）
途上国に対し、今後 5年間でアンタイドの円借款、国際開発金融機関への
．出資 ・拠出等O D A のアンタイド資金と、輪銀 ・貿易保険等O D A 以外の
アンタイド資金とを併せた総額で概ね 1，200億 ドル程度の資金協力計画を
策定。

○　 貿易保険制度の拡充 （「貿易保険法の一部改正」） （5．8．1施行）
非支配法人向け事業資金貸付等を対象とする海外事業資金貸付保険の創設
等貿易保険制度の拡充。

○　 経済協力シンポジウムの開催 （5．10．25～28）
「貿易、直接投資と途上国援助 （O D A ）との連携促進」をテーマと
した、途上国、援助機関等の関係者の参加による経済協力シンポジウムの
開催。

○　 環日本海環境協力金議の開催 （4．10．13～16及び5．9．15～17）
北東アジア地域の環境問再に関する環境行政担当者等による情報交換及び
政策対話。

○　 アジア太平洋地域経済協力 （A P E C ）常設事務局の設置等 （平成5年
度－）
（第 7章第 1節2．（3）参照）

● ●
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事項 計画の嘘要 推進状況i

3．市場経済への移行に対す

（4）官民の開発専門家の育成

（1）旧ソ連地域に対する支嘩

◎　 アジア太平洋運輸協力 （平成4．年度－）
アジア太平洋地域における運輸 ・観光セクターの発展を図るため、シンポ
ジウム等の開催。
平成 4年度予算　　 ．．19百万円
平成 5年度予算　　　 14百万円
平成 6年度予算　　　 15百万円

○ クリーン・コール ・テクノロジーの国際的な普及基盤整備の推進 （平成
5年度一）
（第 8章第 1節 2．（2）参照）

由　 中東地域水資源基礎調査 （平成4年度－）
中東地域の砂漠化の防止等を図るため、同地域における水需給等に関する
基礎調査。
平成 4年度予算　　　 40百万円
平成 5年度予算　　　 4．0百万円・
平成 6年度予算　　　 40百万円

◎　 国際開発高等教育機構 （F A S I D ）事業の拡充
開発援助に関する共同講座支援事業 （4年度－）、開発援助人材養成のた
めの梅外実習調査事業 （5年度－）の推進。
平成 4年度予算　　　 17百万円
平成 5年度予算　　　 27百万円
平成 6年度予算　　　 27百万円

◎　 旧ソ連邦市場経済促進に関する経済計画調査等 （平成4 年度－）
る支援 旧ソ連地域の市場経済移行に関する政策の研究、ロシア連邦の政策当局と

の経済協議、旧ソ連地域経済の実態調査 ・分析、専門家の派過 ・招へ
い等。
平成 4年度予算　　　 72百万円
平成 5年度予算　　　 71百万円
平成6年度予算　　　 65百万円
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事項 計画の概要 推進状況

●　 市場経済化支援のための調査 （平成 6年度－）
旧社会主義国等の国営企業体の民営化、金融 ・財政制度の改革等新たな経
済システムの構築に係る調査等。
平成．6年度予算　　　 152百万円

○　 東西経済 ・産業 ・貿易大臣会合の開催 （4．5．7～9 及び5．4．24～25）
旧ソ連 ・中東欧諸国の経済改革を促進するため、東西協力の進捗状況のレ
ビュー、東西協力のための具体的な課題の特定や今後の具体的協力の進め
方等に関する討議。

○　 対ロシア等中小企業支援事業 （平成 5年度－）
ロシア等の中小企業育成を図るため、ウラジオストク等への専門家派過、

l

研修生受入を実施。．
平成 5年度　 3，510百万円

○　 旧ソ連地域への専門家派過等の拡充　　　　　　　　　　 ′ノ
（第 8章第 2節 2．（2）参照）

ト・一
CO
ト」 ◎　 旧ソ連地域との運輸 ・観光交流 （平成4年度－）
l 旧ソ連地域の運輸 ・観光分野の行政管理者に対する運輸行政制度のあり方

等についての知的支援等。
平成4年度予算　　　　 9百万円
平成 5年度予算　　　　 9百万円
平成6年度予算　　　　 9百万円

（2）東欧に対する支援 ○　 東欧への専門家派過等の拡充
（第8章第 2節 2．（2）参照）

○　 東西経済 ・産業 ・貿易大臣会合の開催 （4．5．7～9 及び5．4．24～25）
（第8章第 3節 3．（1）参照）

（3）民主化、市場経済への移行支援 ○　 中南米の民主化支援
ペルー民主制憲議会選挙 （4．11．22）、パラグアイ大統領選挙 （5．5．9）
に対する選挙オブザーバ「の派過等。

● ●
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事項 計画の概要 推進状況

第 4節　 国際貢献のための新
たな基盤の整備

1．国民の理解と参加の促進 （2）N G O の活動支援

（3）寄付制度の活用

（4）国際理解教育と広報活動の推進

○　 民主開発パー トナーシップ （P D D ）東京特別会合の開催 （5．3．15
～16）
中米の民主化と経済開発を支援する関係国の連絡 ・調整のためのフオーラ
ムの開催。

◎　 環境事業団地球環境基金の創設と拡充
（第 8章第 1節 2．（3）参照ト

◎　 小規模無償資金協力を引き続き拡充
・平成 4年度予算　　　　　 700百万円
平成 5年度予算　　　 1，000百万円
平成 6年度予算　　　 1，500百万円

◎　 地球環境基金に係る寄附金控除制度等の創設
地球環境基金に対する寄附金に係る税制上の特例措置を所得税及び法人税
については5年度税制改正で、相続税については6年度税制改正で措置。

○　 お年玉付郵便葉書等に関する法律の一部を改正する法律の制定 （4．5．20
施行）

郵便葉書等の寄附金の配分対象事業に地球環境保全事業を追加。

O　 「国際協力プラザ」の設置 （5．10．6）
国際協力に対する国民一般の理解の増進と国民参加の基盤を強化するため
財団法人国際協力推進協会内に設置。

●　 建設業国際童献推進事業の実施
発展途上国において経済開発．として、我が国建設産業が一体となって行う
国際責献プロジェクトの推進を図り、その実施に当たり、助言 ・指導及び
支援を行う。．
平成 6年度予算　　　 10百万円

○　 生涯学習審議会答申 「今後の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策
について」 （4．7．29）
（第4章第2節・1．（1）参照）
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